
【確定方法】

  申請地（246－1、246－4、246－8）は昭和45年、48年、

54年、56年と分筆されており、法務局にその地積測量図が

備え付けられている。

道路（側溝、法面、擁壁等）、ブロック塀、コンクリート構造

物等現況を測量して地積測量図と照合した結果は以下の

通りである（申請地3筆は合筆する予定なので、一体的なも

のとして測量した）。

○ 昭和 45 年の測量図の 246－1 は求積部分外（残地）

であるが、道路境界、249－1 との境界とも合致する。

248－1 との境界は合致しない。

○ 隣地 246－6 及び 246－5 は昭和 45、48、54 年の測

量図どれもが249（現在249－1）との境界が相違する。

道路境界は現況法下でほぼ合致する。また246－5の
南及び北側構造物（擁壁、ブロック塀）は合致する。

したがって、市道及び246－5と246－6（246－7も含め）

との境界を基準に地積測量図の復元を行った。

249－1 との境界は平成7年ごろ渡邊氏が土地購入時に

立会・境界確認済みになっており、境界標識 (金属鋲) も設

置されているので、コンクリート擁壁外面とした。

【境界確定事項】

○ 市道　境界点403、106、105 は石積の根元（法面に埋ま

っている、断面Ｂを参照）。境界点  87 、86、85、84、104
は道路コンクリート擁壁の根元。境界点92 は 104と隣地

248－1 の道路擁壁下側の線を結んだ直線と248－1 と

の隣地境の石積根元の延長との交点

○ 246－6、246－7　　ブロック塀北面から約9cm 北側（246
－5 との境界ブロックから地積測量図の寸法をとった、確

定図２参照）

○ 248－1　境界点92 から 109、93 は西崎氏所有土地の石

積土留めの下側。境界点95、96、98 は久山氏の石積土

留の下側（地積測量図とかなり相違するが、現況の方が

より公図に近い形状となっている、確定図2 参照）

○ 249－1　コンクリート擁壁外面
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